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Biological Studies on the Rhyzobius forestieri 
(Mulsant) (Coleoptera: Coccinellidae) 

Jong-kuk KIM and Katsura MORIMOTO 

Entomological Laboratory， Faculty of Agriculture， 
Kyushu University， Fukuoka 812-81 

緒 仁1

ハラアカクロテントウムシ Rhyzobiusforestieri 

(Mulsant)は，カイガラムシ類の生物的防除のため，

Koebeleにより1892年にオーストラリアからカリフオ

ルニアへ導入されて成功した古典的生物防除で知られ

る捕食性のテントウムシである.本種は，最近まで

Rhyzobius uentralis (Erichson)と混同されてい

たので，従来R.uentralisとして記録されていたも

のの中にforestieriが含まれている (Pope，1981). 

本種はオーストラリア東部，ニュージランド，ニュー

カレドニア，フイジーおよびアメリカ(移入)に分布

し (Pope，1981)， 15種のカイガラムシを捕食するこ

とが報告されている (Richards，1981). 

筆者らは， 1987年に行ったハラビロカタカイガラム

シProtopuluinαnα mαnRザerae(Green)の天敵

調査で，福岡市内の公園樹や街路樹として植えられて

いるホルトノキ Elaeocαrpussyluestris (Lour.) 

から本種を発見した.これは日本最初の記録で，福井

大学佐々治寛之教授の同定によって種名が確認され，

また問教授によってハラアカクロテントウムシの和名

が新たに与えられた.

本種は，カイガラムシの生物的防除に利用される重

1) 九州大学農学部見虫学教室業績， Ser. 4， No. 101 
2)韓国江原大学校林科大学森林資源保護学科
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要な天敵であるにもかかわらず，その生態的知見は乏

しいので，ハラピロカタカイガラムシを餌として飼育

を行い，生態的諸特性を調査した.

本研究に当たり，同定の労をとられた福井大学教育

学部佐々治寛之教授.ご指導を得た平嶋義宏名誉教授，

ご協力を得た昆虫学講座の諸氏に感謝する.

材料および方法

1.産卵習性

福岡市東区箱崎で街路樹として植えられているホル

トノキから採集した越冬成虫を室内で産卵させ，この

卵から鮮化した幼虫を16時間照明， 25'C恒温の条件下

で飼育して，成虫を羽化させた.飼育に用いたシャー

レ(直径9cm，高さ1.5cml10個に.それぞれ羽化

後10日を経過した成虫雌雄を 1対，餌としてハラビロ

カタカイガラムシを30頭(うち5頭以上は成虫l，お

よび産卵場所として寄生蜂Aneristusceroplastae 

またはMicroterysflαuusが羽化して空になったこ

のカイガラムシのマミーを 5個入れ，産卵開始から死

亡するまで，毎日産卵数を調査した.

2.発育速度と生存率

ホルトノキから採集した越冬成虫が産んだ卵を，水

を含ませた脱脂綿とともにプラスチック製シャーレ

(直径9cm.高さ1.5cmlに入れ， 17'C， 20'C， 25t:， 

30t:の恒温16時間照明条件下で飼育した.幼虫は，卵子

化後ただちに別のシャーレに1頭ずつ移して個体飼育
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を行い，生死の判別と脱皮殻による発育段階の確認を

毎日行った.前踊 Prepupaの期間は， 4齢期に含め，

また飼育中に死亡した個体の発育日数はデータから除

外した.餌として，ホルトノキの葉に着生しているハ

ラビロカタカイガラムシの成虫を，食べ残す程度に十

分与え，毎日一定時刻に新しい餌と取り替えた.

3.増殖能力

産卵数と成虫の寿命を明らかにするため， 25 "c恒温

条件下で羽化した成虫を 1つの容器に集めて飼育して

おき，交尾中の雌雄1対を上記シャーレに移し， 25 "c 

恒温16時間照明の条件下に置いた.成虫の餌と産卵場

所を提供するため，ハラビロカタカイガラムシを食べ

残す程十分に与えた.24時間ごとに餌の交換を行い，

実体顕微鏡下でカイガラムシを取り除きながら産下さ

れた卵数を記録した.供試した個体数は雌雄各20頭で，

取り扱いの不注意で死亡した個体はデータから除いた.

性比を調べるために，飼育中の雌10頭が羽化後10-13

日および60-63日に産んだ卵を25"Cの恒温条件下で飼

育し，これから羽化した全ての成虫を解剖して雌雄の

確認を行った.これらから，純繁殖率 (Ro)，内的自

然増加率 (rm)，および平均世代時間 (T) を下記の

式または関係から求めた (Birch，1948). 

Ro= 2.1xmx， 2.e-nnx lxmx=l， 

T=んRo/rm

結果および考察

1.産卵習性

ハラアカクロテントウムシの産卵は餌として与えた

ハラピロカタカイガラムシに対して行ったが， (1)カ

イガラムシ成虫の体を一部食べた後でその腹部， (2) 

健全な成虫の下面，および (3)寄生蜂羽化後のマミー

内に産みつける場合が観察された.カイガラムシが 1

-3齢幼虫のみで好適な産卵場所の少ない場合には，

マミー内への産卵が多くなった.また， 1齢のみのカ

イガラムシで飼育した場合には，葉が巻かれた部分や

綴り合わさった所にも産卵を行った.

卵塊当たり卵粒数の調査では (Fig.1)， カイガラ

ムシ成虫の腹面に産下された場合 (A)には 1-14卵

粒，平均5.1卵粒，これに対し寄生蜂脱出後のマミー

内に産下された場合 (B)には l卵の場合が最も多く，

最高で 4卵粒，平均1.5卵粒で，卵粒数に大きな差が

みられた

Richards (1981)によると，フクロカイガラム

シ手十の Gossypαnα cαsuαnnαeとRhizococcus

cαsuαnnαe，および、カタカイカ、ラムシ干ヰのルピーロ
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Fig. 1. Number of eggs in an egg-mass 

laid on the underside of adult 

scale (A) or in the empty mummy 

of scale (B). 

ウムシ Ceroplαstesrubensに対し，本種は虫体下

に1卵ずつを産むという.テントウムシ類には，卵塊

で産卵する種類(前回， 1965;森本， 1965;加藤，

1972 ;松良， 1976) と卵粒で産卵する種類(石井，

1937 ;野原， 1962;田中， 1966;加藤， 1972)が報告

されている.今回の飼育結果によると，本種は卵を塊

状に産むことが多くなっているが，卵塊産卵というよ

りは，狭い空間lこ1卵ずつ複数回にわたって産下した

結果として卵塊を形成したものと考えられる.

2.発育速度および生存率

各温度区における発育段階ごとの所要日数を Table

1に示した.25"Cまでの温度区では，発育所要日数は

温度が高くなるにつれて短くなったが， 30"C区の 1齢

幼虫期と終齢期(前踊期を含む)では25"C区よりやや

長いかほぼ同じとなっている.その原因として，高温

障害または葉の早期乾燥に伴う餌条件の悪化が影響し

た可能性が考えられる.

30"C区を除いた Table1の値に基づいて，卵期間，

幼虫期間，踊期間，および卵から羽化までの全発育期

間について，発育零点と有効積算温量を求め， Table 

2に示した.発育零点は卵期が5.6"C，幼虫期が9.7"C，

踊期は1O.8"Cと順次高くなり，また有効積算温量はそ

れぞれ111日度， 194日度， 72日度となった.全発育期

聞から求めた 1世代を経過するのに必要な有効積算温

量は338日度で，その発育零点は11.3"Cとなった.

これまでに報告されているアブラムシ捕食性テント

ウムシ類の発育零点は，Coccinella septempunc-

tatαで12.2"C， Coccinellα trαnsversoguttαtα で

11.3
0

C， Hippodαmrαconvergensで12.0"C，クロ

ヘリヒメテントウムシ Scymnushoffmαnmで10.8
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Table 1. Duration of immature stages of R. forestieri reared under 
different temperature conditions (I6L: 8D) 

Developmental Duration (days士SD)

stage 17"C 20"C 25"C 

Egg 9.l::I::l.l 8目6::1::0.6 5.6::1::0.5 
L1 7.7土0.9 4.3::1::0.4 2.7土0.4

L2 5.8士0.8 3.4::1::0.6 2.6::1::0.5 
L3 6.4土1.3 4.5士0.5 2.9::1::0.4 
L4 (+ Prepupa) 14. 7::l: 3.4 12.8::1::1.5 5.4::1::0.5 

Pupa 11.6士0.8 8.0::1::0.7 5.1士0.3

Egg to adult 55.9::1::3.8 41.6士1.8 24.3::1::0.6 

30"C 

4.8::1::0.4 
2.9土0.4
2.4::1::0.2 
2.9::1::0.3 
5.5士0.5
4.7士0.5

23.2::1::0.5 

Table 2. Theoretical thresholds of development ((0) and 
thermal constants (K) for R. forestieri. 

Developmental stage to ("C) K (day-degrees) 

Egg 5.6 111 

Larva 9.7 194 

Pupa 10.8 72 

Egg to adult 11.3 338 

90 
25"C 
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Fig. 2. Survival rate of R. forestieri rear-
ed under different temperatures. 
Ll-L4 : first to fourth instar larva 
P : pupa， A: adult 

"c (Obrycki & Tauber， 1978， 1981， 1982; i可内，

1983)であり，本種の卵から成虫羽化までの発育零点

とほぼ同じ値となっている.

この発育零点と有効積算j昆量の値をもとに，福岡気

象台気象月報(1987)により算出した年間世代数は約

?となった.これは理論的な最大世代数で，野外では

餌条件の変動，日長や気温の日変化などによって世代

数が減少する可能性が考えられる.

各温度区ごとの 1齢幼虫から成虫に至るまでの生存

曲線を Fig.2に示した.20"C区では，成虫までの生

存率は平均76%で， 1齢幼虫期間の死亡率が高かった.

25"C区では，生存率は92%と高く， 2齢以降の死亡率

は極めて低くなっている.30"C区では，生存率が平均

62%と低下し， 1齢と 4齢幼虫および踊の死亡率が高

くなっている.

3 .増殖能力

25"C恒温条件下で飼育して得られた本種の生存率

(zx)と日当たり産卵数 (mx) をFig.3に示した.

卵から成虫羽化までの発育所要日数は平均24.3日

(Table 1)で，雌成虫の交尾前期間は平均3.4日，羽

化後産卵までの期間(産卵前期間)は平均6.5日で、あっ

た.日当たり平均産卵数は，羽化後10-20日と40-50

日に山があり，その後は減少する傾向を示した.世代

当たりの総産卵数は，平均438.8卵であった (Fig.3).

これまで知られているテントウムシ類の世代当たり

総産卵数は，クロヘリヒメテントウ Scymnushoff-

mαnn!で110卵(河内， 1985)， S. nobesで32卵

(Balduf， 1935)， S. mαrginicollisで75卵 (Buntin

and Tamak， 1980)，ナナホシテントウ Coccinellα

septempunctαtα で1660卵(河内， 1985)， C. cαli-

fornicαとC.trif，αsc!αtaでそれぞれ559卵と516Os
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100 

120 

Survival rate (female:ー， male : -) and age spe-
cific fecundity (bar) for R. forestieri reared at 
25"C . 

40 80 

Days after emergence 

Fig. 3. 

世代の平均時間 (T)，および内的自然増加率 (rm)

をTable4に示した.純繁殖率は192.3と高く，内的

自然増加率は0.085/雌/日であった. また，出生時か

ら次の子孫を産出するまでに要する世代の平均時間は

61.9日と計算された.これまで報告されているテント

ウムシ類の内的自然増加率は，Scymnus mαrglm 

collisとS.hoffmαnnlでそれぞれ0.089 (Buntin 

& Tamak， 1980)と0.019(河内， 1985)で，後者

より本種は高くなっている.

Sex ratio of R. forestieri reared 
on P. mαngiferae at 25

0

C 
Table 3. 

Sex ratio 
(F/F+M) 

No. of progeny 
Female male 

Age of mother 
beetle 

0.47 
0.51 

Total 0.49 

27 
25 

52 

24 
26 

50 

10-13 days 
60-63 days 

日本から新たに発見されたハラアカクロテントウム

シRhyzobiusforestieri (Mulsant)の産卵習性，

発育に及ぼす温度の影響，および増殖能力について，

ハラピロカタカイガラムシを餌とした飼育によって調

査した.

1.成虫の産卵は，このカイガラムシ成虫の腹面と

寄生蜂が羽化した後のマミー内に行われ， 1カ所に産

みつけられる卵粒数は 1-14であった.

2.恒温条件下で飼育した場合，卵から成虫までの

発育所要日数は， 17"Cで55.9日， 20
0

Cで41.6日， 25 "c 

で24.3日，発育零点は11.3"C，有効積算温量は338.0

日度であった.

3.卵から成虫に至るまでの生存率は， 25"Cで92%，

20"Cで76%，30"Cで62%であった.

4.性比は，産卵時の母虫の日齢に関係なく，ほぽ

0.5であった.

5 .雌当たり産卵数は，平均438.8卵で，羽化後10-

20日と40-50日に山があり，それ以降は順次減少した.

6. 25"Cl6時間照明の条件下で飼育によって求めた

約要
Life table statistics of R. forestieri 
reared on P. mαngiferae at 25"C. 

Parameter Value 

61.9 

0.085/早/day

192.3 
Net reproductive rate 
per generation (Ro) 

Mean length of a 
generation (T) 
Intrinsic rate of 
natural increase (rm) 
Fertility (Total no. 
of eggs laid per female) 

Table 4. 

438.8 

(Ives， 1981)が報告されている.本種の産卵数は，

ヒメテントウ属Scymnusより多く，ナナホシテント

ウ属 Coccinellαより少なくなっている.

成虫の平均寿命は，雌94.6日，雄93.4日で，雌雄に

有意な差は認められなかった (p<0.05，t-検定). ま

た，羽化後10-13日目と60-63日目に産まれた卵を飼

育して得た成虫の性比は，ほぽ0.5で，産卵母虫の日

齢による影響は認められなかった (Table3). 

増殖に関与するパラメータとして，純繁殖率 (Ro)，
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純繁殖率，世代の平均時間，および内的自然増加率は，

それぞれ192.3，61.9日， 0.085/雌/日であった.
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Summary 

“Rhyzobius ventrαlis" 日 awell-known coccinellid as a scale insect control agent in 

various parts of the world since 1890s. But， it had been confused with R. forestieri until 

Pope (1981)， who separated these two species and reviewed the previous records. As the 

first record from J apan， R. forestieri was collected on leaves of Elaeocαrpus sylvestris 

with heavy infestation of the mango shield scale Protopulvinαna mαngiferae in Fukuoka 

City in April， 1987. 

The present study was carried out on this coccinellid to get some biological parame-

ters by rearing with the mango shi巴ldscale as food. Results obtained are summarized 

as follows: 

1. The total number of eggs laid by a female is 439 in. average. The巴ggsare laid 

singly， but by repeated ovipositions 5.1 eggs in average are laid on the ventral side of 

an adult scale， or 1.5 eggs in average in an empty mummy of the scale in P巴tridish 
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2. The threshold temperature (to) and the thermal constant (K) for the development 

from the egg to th巴 adulteclosion are calculated 11.3'C and 338 day-degrees， respec-

tively. 

3. Under 25'C and 16hrs light conditions， the premating and preoviposition periods 

are 3-4days and 6-7days， and the durations of the egg， larva and pupa are about 6， 13 

and 5 days， respectively. 

4. Under the same conditions， the longevity of the adult is about 95 days in both 

sexes， and the net reproduction rate (Ro) and the intrinsic rate of natural increase (rm) 

are calculated as 192.3 and 0.085 per female per day， respectively 


